
湖
南
市
も
誇
れ
る
甲
賀

流
忍
者
に
つ
い
て

問　

湖
南
市
が
甲
賀
忍
者

の
里
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
薄
れ
て
い
る
の
で
は
。

答　

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田

丸
」
で
猿
飛
佐
助
も
注
目

を
浴
び
て
き
て
い
て
、
薄

れ
て
い
る
と
い
う
認
識
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問　

教
育
の
場
で
は
、
ど

の
よ
う
に
教
え
て
い
る
の

で
す
か
。

答　

歴
史
上
、
明
確
で
な

く
、
教
育
の
場
で
は
特
に

取
り
上
げ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

湖
南
市
に
は「
甲
賀

五
十
三
家
」の
う
ち
九
家

が
存
在
し
、「
荘
内
三
家
」

と
い
わ
れ
る
鵜
飼
家
、服

部
家
、内
貴
家
は
、今
も
市

内
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

政
府
を
は
じ
め
、海
外
観

問　

1
月
29
日
に
職
員
向

け
ド
ロ
ー
ン
の
研
修
会
が

あ
り
ま
し
た
。
活
用
方
法

に
つ
い
て
各
課
で
ど
の
よ

う
な
案
が
出
ま
し
た
か
。

答　

災
害
時
の
み
な
ら

ず
、
平
常
時
で
も
砂
防
ダ

ム
や
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

の
状
況
、
交
通

渋
滞
の
状
況
確
認
、
ま

た
、
広
報
誌
な
ど
印
刷
物

の
空
撮
、
学
校
関
係
で
は

人
文
字
撮
影
や
教
材
と
し

て
の
画
像
活
用
な
ど
、
半

数
ほ
ど
の
課
で
業
務
活
用

が
可
能
で
す
。

光
者
た
ち
が
注
目
す
る

「N
IN
J
Y
A

」
の
地
は
、

日
本
の
中
で
も
湖
南
、甲

賀
、伊
賀
の
地
で
あ
る
こ

と
を
も
っ
と
発
信
す
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

大
河
ド
ラ
マ
で
の
注

目
を
活
用
し
、
発
信
し
ま

す
。

問　

甲
賀
市
は
、
忍
者
を

題
材
に
多
く
の
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
を
活
用
し

て
い
ま
す
が
、
本
市
は
。

答　

本
議
会
の
補
正
予
算

に
関
連
す
る
た
め
、
理
解

願
い
ま
す
。

問　

広
域
連
携
に
よ
る
観

光
促
進
の
可
能
性
は
。

答　

市
な
ら
で
は
の
観
光

の
取
り
組
み
の
な
か
で
、

可
能
な
限
り
連
携
し
な
が

ら
推
進
を
図
り
ま
す
。

一般質問

問　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を

想
定
す
る
と
、
本
市
で
は

復
旧
時
の
通
電
火
災
が
心

配
で
す
。
「
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
」
な
ど
の
啓
発
が
肝

要
で
す
が
市
の
考
え
は
。

答　

様
々
な
自
助
共
助
に

結
び
つ
く
防
災
減
災
の
啓

発
に
力
を
い
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

問　

2
月
13
日
に
実
施
さ

れ
た
H
U
G
（
避
難
所
開

設
運
用
ゲ
ー
ム
）
は
、
被

災
時
に
避
難
所
と
な
る
学

校
を
想
定
し
た
も
の
で
し

た
。
成
果
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
か
。

答　

有
事
の
際
に
運
営
す

る
方
た
ち
に
よ
り
、
地
理

的
条
件
な
ど
細
か
な
と
こ

ろ
ま
で
話
し
合
わ
れ
た
こ

と
で
リ
ア
ル
な
イ
メ
ー
ジ

が
で
き
た
も
の
と
感
じ
ま

す
。
今
後
の
訓
練
で
修
正

を
加
え
、
関
係
者
の
意
識

向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

忍者の里、湖南
　　　　歴史を活かして地方創生

誠心会●すがぬま　利紀 議員

防災！ 減災！！ 啓発！！！

無所属の会　市民の力●あわづ　寬三 議員

◀野洲川親水公園を
　ドローンで空撮

「
甲
賀
郡
中
惣
」
は

15
世
紀
に
湖
南
市
、

甲
賀
市
に
存
在
し

て
い
た
住
民
自
治

組
織
で
す
。
そ
の

結
束
力
が
甲
賀
流

忍
者
の
原
形
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
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